
茨城県立古河第二高等学校 教科シラバス 

 

教科名 科目名 単位数（時間数） 学科・学年 

福祉 介護過程 ４単位 (140時間) 福祉科・３年 

教科書（発行所） 介護過程（実教出版） 

教科書以外の教材（発行所） 介護過程（中央法規） 

目 標 

○利用者に応じた適切な介護サービスの提供にあたり、介護過程の必要性を理解する。 

○介護過程の一連の流れを理解する。 

○介護過程の各要素を理解し、介護従事者として求められる視点や能力を習得する。 

○事例演習を通して、介護過程に基づく介護の展開方法を具体的に理解する。 

評価方法 

□授業への参加姿勢、授業ファイルの記載充実度。課題・宿題等の提出状況と内容充実度。 

□定期考査における得点。 

□事例研究シートの内容と充実度。 

 

月 学習内容 ねらい 学習活動 
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オリエンテーション 

 

第１編 介護過程の意義と役割 

第１章 介護職の役割 

 

 

第２章 介護過程の意義 

 

 

第２編 介護過程の展開 

第１章 アセスメント 

(1)アセスメントとは 

(2)情報収集 

(3)情報の解釈・関連づけ・統合化 

(4)課題の明確化 

(5)アセスメント表の作成 

 

～夏期休業～ 

 

第２章 介護計画の立案 

(1)介護計画の意義と目的 

(2)計画立案の視点 

(3)介護目標と具体的な支援内容・支援

方法の設定 

(4)介護目標と具体的な支援内容・支援

方法の実際 

(5)介護計画書の作成 

 

第３章 介護計画の実施 

(1)介護計画の実施における情報共有と

情報管理 

・使用教材と授業概要を知る。 

 

・サービス利用者に応じた適切な介護

の提供には介護過程が必要なことを学

ぶ。 

 

・介護過程の目的・意義・概要を理解す

る。 

 

 

・情報収集の重要性と適切な方法と手

順を理解する。 

・アセスメントから課題を明確化する

ことの必要性を理解する。 

 

 

 

 

 

・計画立案の重要性と適切な方法と手

順を理解する。 

・アセスメントから実施を踏まえたう

えで、短期目標及び長期目標の設定と

サービス利用者及び家族の希望や主体

性を尊重するとともに、社会資源等を

活用した計画の立案の必要性を理解す

る。 

 

・サービス利用者や家族の同意を得た

うえで、サービス利用者の意欲や可能

性を引き出せるように環境面に配慮し

□ファイル作成 

 

□講義 

 

 

 

 

 

 

 

□講義 

□演習 

□グループワーク 

 

 

 

 

 

 

□講義 

□演習 

□グループワーク 

 

 

 

 

 

 

□講義 
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(2)介護計画の実施における留意点 

 

第４章 介護計画の評価 

(1)介護計画における評価 

(2)介護計画の評価の方法と留意点 

(3)介護計画の修正 

 

 

第３編 介護過程の実践的展開 

第１章 アセスメントの実際 

第２章 介護過程の実際 

 

第４編 介護過程とチームアプローチ 

第１章 介護過程とチームアプローチ

の意義 

 

第２章 介護過程とチームアプローチ

の実際 

ながら実施することを理解する。 

 

・目標の達成状況や介護福祉サービス

の提供状況などを評価し、介護計画の

変更や修正を実施し、サービス利用者

の生活の質が高まるよう支援すること

の必要性を理解する。 

 

・事例をとおして介護過程の一連を展

開する実践力を習得する。 

 

 

・介護過程の展開には介護支援専門員

や相談支援専門員を始めとする多職種

の役割を知るとともに連携の必要性を

知る。 

 

 

 

 

□講義 

 

 

 

 

 

□講義 

□演習 

□グループワーク 

 

□講義 

□グループワーク 

 

 

 

授業の受け方・留意点 ●授業内容や指示の聞き逃しを避けるため、欠席しないように努めましょう。 

●毎時の内容を理解するとともにワークシートは必ず完成させましょう。 

●事例問題には粘り強くあきらめずに取り組みましょう。 

●ワークシートを用いて復習し、理解の促進と知識の定着を図りましょう。 

●考査前には十分に時間を使って復習しましょう。 

●課題や宿題、ファイルなどは指示された期日を守って提出しましょう。 

 


